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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月29日(2013.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明は、樹脂またはゴムを含む基材と、前記基材の少な
くとも一面に形成された酸化物ガラスとを備えた積層体において、前記酸化物ガラスが、
Ａｇ2Ｏ、Ｖ2Ｏ5、ＴｅＯ2を含有し、Ａｇ2ＯとＶ2Ｏ5とＴｅＯ2との合計含有率が７５質
量％以上であり、前記基材の軟化温度以下で軟化流動し、前記基材へ接着されていること
を特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　樹脂またはゴムを含む基材と、前記基材の少なくとも一面に形成された酸化物ガラスと
を備えた積層体において、前記酸化物ガラスが、Ａｇ2Ｏ、Ｖ2Ｏ5、ＴｅＯ2を含有し、Ａ
ｇ2ＯとＶ2Ｏ5とＴｅＯ2との合計含有率が７５質量％以上であり、前記基材の軟化温度以
下で軟化流動し、前記基材へ接着されていることを特徴とする積層体。
【請求項２】
　請求項１において、前記酸化物ガラスが、１０～６０質量％のＡｇ2Ｏと、５～６５質
量％のＶ2Ｏ5と、１５～５０質量％のＴｅＯ2とを含有することを特徴とする積層体。
【請求項３】
　請求項２において、前記酸化物ガラスのＡｇ2Ｏ含有率がＶ2Ｏ5含有率の２.６倍以下で
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あることを特徴とする積層体。
【請求項４】
　請求項２において、前記酸化物ガラスのＡｇ2Ｏ含有率とＶ2Ｏ5含有率との和が４０～
８０質量％であることを特徴とする積層体。
【請求項５】
　請求項１において、前記酸化物ガラスがレーザ照射により軟化流動し、前記基材へ接着
されていることを特徴とする積層体。
【請求項６】
　請求項１に記載の積層体を封止用シートとした有機ＥＬ素子。
【請求項７】
　請求項１に記載の積層体を用いた窓。
【請求項８】
　請求項１に記載の積層体を封止用シートとした太陽電池モジュール。
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